








研究目的 

 分娩中の胎児管理の手段として心拍数分析は広く臨床的に応用されているが,それは胎

児環境に応じて刻々と変化する胎児機能のいわば微分的評価を示しているといえよう。こ

れに対し,胎児 stress 反応の蓄積(総合)としての積分的胎児機能評価もまた必要と思われ

るが,現段階で直ちに臨床応用の可能なものは見あたらない。 

 周知のごとく,交感神経・副腎髄質系は stress に対しその防禦反応としてカテコラミン

を分泌するが,分娩経過中における胎児カテコラミン系動態を把握出来れば,それは胎児機

能評価の良き parameter となりうると考えられる。 

 昨年度までに,われわれは胎児副腎内カテコラミンの胎令にともなう質的・量的成熟と胎

児環境のそれに及ぼす影響を明らかにし,同時にヒト羊水での検討において胎児は分娩と

いう stress に反応してカテコラミンを分泌し,しかもその変化は羊水中カテコラミン濃度

に反映されていることを報告した。今年度は,羊水中カテコラミンは胎児 distress 検出の

有用な parameter になり得るか否かを更に検討し,実地臨床への応用の可能性について追

求した。 



はじめに 

 妊婦貧血研究の一環として,同年齢の成人女子における貧血の状態を究明する目的で,都

内某銀行の女子従業員に対して血液検査を行い貧血の動態を研究した。 

 今年度は昨年度と 2 年間の変動を比較究明すると同時に,都下某百貨店の女子従業員の

貧血の状態とを比較研究した。以下その成績を簡単に報告する。 


